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（2） 工事情報（工事管理ファイル） 

工事情報を入力する手順を説明します。 

 

① ［電子納品］をクリックし、「工事情報参照」画面を開き、［変更］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 工事全体にかかる情報を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

登録には、コリンズデータを取り込んだ上で一部の項目を手入力する方法と、全ての項目を手入力する

方法があります。 

 

【コリンズデータの取り込み方法】 

③ ［CORINS / TECRIS 取込］ボタンをクリックしてください。 

 

 

④ ［ファイル選択］ボタンをクリックし、CORINS 入力システムから出力されるコリンズ建設実績情報

（工事）の形式で作成されたデータを選択し、［アップロード］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

なお、「工事名称」はコリンズデータの内容を反映しません。 

 

＜コリンズデータの反映内容＞ 

CORINS の XML ファイルの項目 電子納品の工事情報の項目 

登録番号 工事実績システム登録番号 

公共事業の分野 工事分野 

本件登録工事の受注に対応した建設業許可業種 工事業種 

工種_工法_型式 工種 工種・工法型式情報 工種 

 工法_型式  工法型式 

発注機関情報 発注機関コードを元に特定する 発注者情報 発注者機関 

 発注機関コードを元に特定する  大分類 

 発注機関コードを元に特定する  中分類 

 発注機関コードを元に特定する  小分類 

 発注機関コード  発注者コード 

対象水系_路線名称 場所情報 水系-路線情報 対象水系路線名 
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【手入力する方法】 

入力画面を上から順に少しずつ区切ってご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「電子納品バージョン」：初期表示されていますので確認してください。 

「工事名称」：初期表示されていますので確認してください。 

「発注年度」：初期表示されていますので確認してください。 

「工事実績システム登録番号」：コリンズの番号を入力してください。コリンズデータを取り込んだ場

 合は、表示されている内容を確認してください。 

「工事番号」：初期表示されていますので確認してください。 

「工事分野」： コリンズデータを取り込んだ場合は、表示されている内容を確認してください。手入力

 の場合は、プルダウンをクリックして表示される中から選択します。 

「工事業種」： コリンズデータを取り込んだ場合は、表示されている内容を確認してください。手入力

 の場合は、プルダウンをクリックして表示される中から選択します。 

 

 

「工種・工法型式情報」：［追加］ボタンをクリックし、下記の画面で工種と工法型式をそれぞれ選択し

 ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住所情報」：［追加］ボタンをクリックし、下記の画面で住所と住所コードをそれぞれ選択します。 

①プルダウンから 
工種・工法型式を 
選択 

② をクリックし、
選択工種、選択工法
型式に移動 

③［登録］ボタン
をクリック 

初期表示されている項目
は変更しないでください 
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「工期開始日」：初期表示されていますので確認してください。 

「工期終了日」：初期表示されていますので確認してください。 

「工事内容」： 初期表示されていますので確認してください。ただし、契約変更があったときはその内

 容に合わせて修正します。（システムでは修正されません。） 

 

 

「場所情報」：［登録］ボタンをクリックし、下記の画面で必要な情報を入力し、［登録］ボタンをクリッ

 クしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①プルダウンから県名、
市区町村名を選択し、続
く住所を手入力します。 
選択された市区町村名に
基づく住所コードが自動
的に入力されます。 
 

② をクリックし、
選択住所、選択住所
コードに移動 

③［登録］ボタン
をクリック 

「02:世界測地系(JGD2011)」
を選択してください。 

後述の【場所情報・施設情報入力について】を
参照してください 
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「施設情報」：［追加］ボタンをクリックし、下記の画面で必要な情報を入力し、［登録］ボタンをクリッ

 クしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「発注者情報」：コリンズデータを取り込んだ場合は、表示されている内容を確認してください。 

 手入力の場合、最上段の「発注者情報を発注機関コード表(CORINS)に従い選択する」

 を選択すれば、「発注者機関」、「大分類」、「中分類」、「小分類」はプルダウンから選択

 できます。「工事担当課」は手入力ください。 

「受注者名」：初期表示されていますので確認してください。 

 

  

「02:世界測地系(JGD2011)」
を選択してください。 

後述の【場所情報・施設情報入力について】を
参照してください 
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【場所情報・施設情報入力について】 

場所情報の経度・緯度は国土地理院の「測量成果電子納品境界座標入力支援サービスのお知らせ」（外

部リンク）から場所を設定して緯度・経度を取得します。取得方法は、以下のとおりです。 

URL：https://www.gsi.go.jp/KOUKYOU/sokuryosidou41017.html 

※地図は、「施設情報」の入力を終えるまで閉じないようにしてください。 

１ 座標系を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地図が７系に遷移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※原点を含む位置に遷移します。 

  

「７系」を選択します 

このあたりが 7 系の原点です 
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３ 地図で案件の施工場所周辺を拡大表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※例は（公財）都市整備協会所在地付近 

 

４ 路線、河川等の施工場所、施設情報の入力 

（１）施工範囲を矩形２点でポイントします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ポイントを削除するにはポイントにマウスを当てて手のマークに変わったらダブルクリックします。 

  

施工個所付近を拡大します 

2 点ポイントの例 

ポイントで作成された矩形の最大・最小値が表示されます。 
東西方向は東経で Y 座標値、南北方向は北緯で X 座標を示
します。 

東最大値 
南最小値 

北最大値 
西最小値 
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※３点以上でポイントしてもそのうちの最大値が取得されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地図下部に表示された座標値をコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

マウスで「緯度」から右下の平面直角座標値ま
でを選択して右クリックでコピーします。 

東最大値 
南最小値 

西最小値 

北最大値 

ポイントで作成された矩形の最大・最小値が表示されます。 
東西方向は東経で Y 座標値、南北方向は北緯で X 座標を示
します。 
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（３）情報共有システムの「場所情報」に戻り、「境界情報入力」に貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）［設定］を押下すると経度・緯度が電子納品要領の形式で貼り付けられます。 

 

 

 

 

 

※小数点以下が切り捨てされていることにご注意ください。 

 

（５）施設の位置は矩形で示される場所情報の中（矩形の内部）でポイントします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

マウスで枠内をクリックしたのち右クリック
の［貼り付け］を選択します。 

※右下にマウスを当てて枠を拡大できます。 

施設の位置 

5 



10 

 

（６）場所情報のポインタをダブルクリックで削除します。（施設情報のポインタだけが残ります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）施設情報のポインタを一度削除して再度ポイントします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポインタの根本あたりでダブルクリックして
ポインタを削除します。 

同じ位置でダブルクリックしてポインタを表
示します。⇒位置情報が表示されます。 

位置情報が初期化されます。 
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１点の表示では座標値が東側＝西側、北側＝南側になりますのでいずれかを「施設情報」の座標にコピ

ーペーストします。なお、Ｘ座標は北側・南側でＹ座標は東側・西側の値です。 

 緯度・経度(十進度) 緯度・経度(度分秒) 平面直角座標 

東側（Ｙ座標） 136.87302411 136°52′22.8868″ -26748.4389 

西側（Ｙ座標） 136.87302411 136°52′22.8868″ -26748.4389 

北側（Ｘ座標） 35.16834699 35°10′6.0492″ -92224.2901 

南側（Ｘ座標） 35.16834699 35°10′6.0492″ -92224.2901 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録時に以下のエラーが表示されることがあります。この時は、場所情報の範囲に施設情報の座標が入

っていないことを表していますので、いずれかの情報を見直して再設定してください。 

 

 

 

 

 

 

５ １棟のみの建物など矩形で示す必要のない案件の場所情報及び施設情報の入力 

（１）施工対象を１点でポイントします。 
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（２）地図下部に表示された座標値をコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）情報共有システムの「場所情報」に戻り、「協会情報入力」に貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）［設定］を押下すると経度・緯度が電子納品要領の形式で貼り付けられます。 

 

 

 

 

 

※小数点以下が切り捨てされていることにご注意ください。 

マウスで枠内をクリックしたのち右クリック
の［貼り付け］を選択します。 

※右下にマウスを当てて枠を拡大できます。 
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入力支援サービスで得られた値は以下のとおりですが、 

 緯度・経度(十進度) 緯度・経度(度分秒) 平面直角座標 

東側（Ｙ座標） 136.87302411 136°52′22.8868″ -26748.4389 

西側（Ｙ座標） 136.87302411 136°52′22.8868″ -26748.4389 

北側（Ｘ座標） 35.16834699 35°10′6.0492″ -92224.2901 

南側（Ｘ座標） 35.16834699 35°10′6.0492″ -92224.2901 

このうちのＸ座標に北側・南側の、Ｙ座標に東側・西側の値のいずれかを設定するとエラーになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このエラーは、場所情報で小数点以下が切り捨てされて取り込まれることが原因で、電子納品要領の仕

様上避けることができません。このため、国土地理院の「測量成果電子納品境界座標入力支援サービス

のお知らせ」とは別の「測量計算サイト」で座標情報を再度取得します。 

URL：https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/surveycalc/bl2xyf.html 
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（５）緯度・経度を平面直角座標へ換算します。 

 緯度・経度(十進度) 緯度・経度(度分秒) 平面直角座標 

東側（Ｙ座標） 136.87302411 136°52′22.8868″ -26748.4389 

西側（Ｙ座標） 136.87302411 136°52′22.8868″ -26748.4389 

北側（Ｘ座標） 35.16834699 35°10′6.0492″ -92224.2901 

南側（Ｘ座標） 35.16834699 35°10′6.0492″ -92224.2901 

平面直角座標への換算サイトにアクセスします。 

「°」は２桁、３桁のときはそのまま、「‘」は１桁のときは「0」を先頭につけて、「‘’」も１桁のときは

先頭に「0」をつけ、かつ、小数点以下は削除して緯度、経度欄に設定し「計算実行」を押下します。 

 緯度・経度(十進度) 緯度・経度(度分秒) 平面直角座標 

東側（Ｙ座標） 136.87302411 1365222  

北側（Ｘ座標） 35.16834699 351006  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緯度・経度(十進度) 緯度・経度(度分秒) 平面直角座標 

東側（Ｙ座標） 136.87302411 1365222 -26770.8823 

北側（Ｘ座標） 35.16834699 351006 -92225.7389 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

切り捨て後の緯度・経度で取得した座標を
セットするとエラーは表示されません。 

 

要設定 

 

要入力  

入力後押下 

小数点付き緯度・経度の座標値なので使えません！ 
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緯度・経度とは 

北極からイギリスのロンドン郊外にある旧グリニッジ天文台を通り南極に至る線を本初子午線（ほん

しょしごせん）と呼び、経度 0 度の線として国際的な基準として採用されています。 

本初子午線より東側の経度は東経と呼ばれ、0 度より大きく 180 度までの数値で表され、本初子午線

より西側の経度は西経と呼ばれ、同じく 0 度から 180 度までの数値で表されます。 

東京（日本）の経度は 東経 約 139.7 度 です。 

自転軸に対してぴったり 90 度（直角）で交わる平面が地球の表面と交差して描かれる「真ん中の円周」

が赤道（緯度 0 度）で赤道から北へ進むほど「北緯（N）0°〜90°」（北極点が北緯 90°）までの数値

で表され、赤道から南へ進むほど「南緯（S）0°〜90°」（南極点が南緯 90°）までの数値で表されま

す。 

東京（日本）は、東経：約 139.7 度、北緯：約 35.7 度です。 

 

＜緯度・経度の概略＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経度 0 度 

東経 135 度 
北緯 0 度 

北緯 35 度 
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平面直角座標とは 

平成 14 年国土交通省告示第 9 号で公示された測量法（昭和 24 年法律第 188 号。以下「法」という。)

第 11 条第 1 項第 1 号の規定を実施するため、直角座標で位置を表示するための表記方法で、全国を１

９の系に区分しており、愛知県は、原点を東経 137 度 10 分 0 秒 0000、北緯 36 度 0 分 0 秒 0000（岐

阜県下呂市萩原町山之口の山中）とした７系に属しています。 

 

＜平面直角座標の概略＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｘ軸 

Ｙ軸 

Ｘ値「-」Ｙ値「+」 

Ｘ値「-」Ｙ値「-」 


